
【坂井市地域公共交通会議での「ノッケル倶楽部運動」のご紹介】  2026.8.25A 

        一般社団法人 地域共創坂井 
           代表理事 南 雅義 
 添付資料（１）「ノッケル倶楽部」運動 部活動の地域展開関係者・管理者向けパンフレット 

添付資料（２）「ノッケル倶楽部」運動 保護者向けパンフレット 
 
（背景） ・ 少子化や部活動の地域展開を契機に、子供の学び環境が保護者の送迎に左右されて、や

りたい種目が選べないなどの家庭間格差が増える恐れがある。 
・ 部活動の地域展開の引き受け手である指導者の方に、種目の内容だけでなく、部活動運

営や送迎の負担が予想され、ハードルを下げる何らかの支援が求められる。 
・ 遠征や大会出場のための遠方への移動の際の安全管理が、十分とは言えない。 
・ 貸切バス・レンタカーなどの手配に不慣れな場合は、心理的ハードルがある。 
・ プロドライバーでない運転者の場合の、安全意識を高める必要がある。 

（目標） ・ 子供の保護者同士の協力で、大きなコストを掛けずに安全な送迎を実現する。 
・ 現場で自主的に行われている知人間の互助送迎（無償でほかの子供を一緒に乗せていく

こと）に、安全管理の仕組みと安心情報を追加して、互助の輪を拡げる運動である。 
・ 会員制の顔の見えるメンバー同士で、安全管理に全面協力することを合意し、リスクも

認識したメンバーが、自己責任で参加する無償送迎を原則とする。 
（対策） ・ マイナンバーカードなどのＩＤを活用した本人確認が特徴の「ノッケル倶楽部」アプリ

で、送迎のマッチング・送迎予定/実績の管理・会員情報の管理などを支援する。 
・ 様々なニーズ対応と使い勝手改善のために、「ノッケル倶楽部」協力利用者の要望に基づ

いた機能追加を行い、使い勝手の改善と個別種目への対応などを改良していく。 
（仕組みの概要） 

・ 添付のパンフレットを参照（実際の送迎を行う保護者向けと、管理者向けの 2種類） 
（１） （一社）地域共創坂井が、課外活動の責任者・指導者の方に、運営支援ツール

としての「ノッケル倶楽部」アプリを紹介し、自主運営の方法を説明する。 
（２） 希望により仮導入して試用した後、活動チームごとに導入を決定する。 
（３） 参加に合意したチームの保護者が、自分の会員情報や乗降地点を登録する。 
（４） まず、管理者は活動の日程を入力し、メンバー（の保護者）に連絡する。 
（５） 出欠回答と共に、互助送迎の要望や対応可能性を伝える。 
（６） 送迎可能な保護者に送迎依頼が届き、協力可否を確認する。 
（７） 確定した送迎マッチングに基づいて、ほかの子供も乗せて送迎する。 

※もし、予定外の緊急事態が起きれば、対応策を手配する。 
（８） 送迎実績情報を集計して、チームごとにルールを決めて管理する。 

※互助送迎に参加しないメンバーは、出欠の連絡のみに利用する。 
（費用など） 保護者：システム利用料として子供一人月額会費 500 円。送迎行為は無償。 

管理者：基本機能は無料。追加オプション（有料）も希望で選べる。 
(実費)：入会金や、スマホの通信費などは別途自己負担をする。 
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（導入予定） 
Ｒ８年度： 8～9 月 管理者への状況と要望の調査 →希望者はアプリ登録して試用開始 
   ※県と共同で、「市町向け無償交通についての勉強会」を開催予定 

  9 月 ※国交省の「交通空白」解消補助事業として交付決定の予定 
  10 月 順次、チーム単位で利用開始 

1 月 R8 年度の利用実績のまとめ・国交省への報告 
     □利用者からのご要望やシステム改善内容の集約・対応検討 
     □貸切バスや、緊急時のタクシー手配等の対応を検討 
     □地域市民による自主活動としての認知の程度を検証 
3 月  ※Ver.2 開発および外部連携のための機能拡張の R9年度の補助申請 
 

  Ｒ９年度： ○Ver.1 を使って、小中学生の部活動以外の課外活動への適用を模索 
  ○県と共同で、公益社団法人による市民活動の支援を担う人材育成の実施 

○継続性のために、「ノッケル倶楽部」運動を通した地域共創の他市展開を支援 
○Ver.2 での、使い勝手・セキュリティ・安全性のための追加機能の実証 
などを予定 
 

（想定質問） ・安全管理は大丈夫か？ 
    ➡安全運行に関する講習会で、自分の子供を乗せる際以上に気を配る必要性を 

伝え、必要な情報提供、事故の対処の徹底、合意書の提出などを依頼する。 
  ・各チームに所属する全員が入るのか？ 
    ➡導入したチームの中で、希望する保護者のみで互助送迎は行う。 
     ※部活動の日程連絡や出欠回答のために、アプリは全員が利用する。 
  ・遠征や大会出場の際も、無償送迎を行うのか？ 
    ➡チーム管理者の判断で、人数や距離により貸切バスなどの手配などを行う。 

※事前にアプリ経由で、保護者には移動手段の連絡と了解を行う。 
  ・交通事業者に対して、民業圧迫にならないのか？ 
    ➡現状は、子供の送迎でタクシーなどを利用する例はほとんどなく、緊急対応 

時の自動手配などで利用が増える可能性が予想される。R9年度の開発では、 
貸切バスの手配をアプリから連携可能にしたい。 

  ・事故があった場合の保険などは、どうするのか？ 
    ➡原則は、送迎に使う車が加入している任意保険で対応。事前に十分な内容かを 

届け出て確認する。将来的には、ドライバーが送迎の時間だけに任意で入れる 
「お見舞い保険（仮称）」の導入などを検討している。 

  ・無償運行でやって、この事業は継続できるのか？ 
➡子供の送迎は、プロの有償事業では費用的に無理があり、少額のシステム利用
料＋地域の助け合いで解決を図りたい。利用者 1000名程度が損益の分岐点と
考えている。できるだけ、ランニングコストを下げる工夫をしていく。 

以 上 










